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こちら沖縄市立郷土博物館

図書館だより

沖縄市立郷土博物館 ☎098-932-6882

定例おはなし会
絵本などの読み聞かせや手遊びなどをしています。
お気軽にどうぞ！

☎098-929-4919沖縄市立図書館
▲▲▲

ホームページは
こちら沖縄市立図書館　おはなしの部屋場所

音訳ボランティアによる対面朗読。音訳ボランティア『そよか
ぜ』の方々が、視覚に障がいがある方、読書が困難な方へ声
でサポートします。

対面朗読のお知らせ

方言での手遊びや絵本の読み聞かせなどを予定しています。
どなたでもお気軽にご参加ください！

方言の特別おはなし会

毎月第２金曜日
午前１０時３０分～１１時３０分

日　時

２月１７日（土）　午前１０時（約３０分）日　時

沖縄市立図書館　読書サポート室場　所

沖縄市立図書館　おはなしの部屋場　所

日時 ２月１０日（土）午後３時
• ねこはるすばん（絵本）
• くまさんどこ？（絵本）
２月１７日（土）午後３時
おはなしボランティアゆいゆい担当
・おにぎりつくろう！（紙芝居）
・腹話術のふくちゃん（腹話術）
２月２４日（土）午後３時
・おひなさまのいえ（絵本）
・うしとざん（絵本）

発掘と甘味料

保存処理した木杭

　遺跡を発掘していると湿地などの水分が多
い特定の条件で、木製品が見つかることがあ
ります。水につかった状態で見つかるので、取
り上げて放っておくと乾燥してひび割れ壊れ
てしまいます。そのため、長期で形を維持した
まま保存していくため、保存処理を行います。
　処理方法としては、木製品中の水分を別の
ものに置き換えて処理します。博物館では市

※「くがに」とは、大切なものが輝いているさま。「くがにんちゅ」=輝いている人

　北美小学校で朝の交通安
全指導を行っている山内カ
ツ子さんは、ハロウィンの時
期にはかぼちゃの仮装、クリ
スマスにはサンタの衣装、運
動会には体操服で活動し、
登校中の子ども達を楽しま
せています。
　活動のきっかけは14年前
お孫さんが小学生の頃保護
者の代役で参加した時に、

「子ども達から元気をもらえて
楽しい、忙しい子育て世代にも
協力できるなら」と思い始めた
そうです。活動の日は7時前に家
を出発。登校時間まではウォー
キングなど自身の体力作りを
し、子ども達が登校してくると声
をかけながら見送ります。毎朝顔を合わせる保護者や通
勤途中の方とも親しくなり交流が増えたそうです。
　一番嬉しかった事は、近所を歩いていると中学校に入
学したばかりの生徒達がかけよって来て「６年間ありがと
うございました」と伝えてくれた時、続けてきてよかったな
と実感したそうです。山内さんは子ども達から元気をもら
い、子ども達は地域の方に見守られて育つ、支え合う素敵
な関係性を築いています。

介護保険課 地域支援担当　☎098-939-1212 (内線3091)

くがにんちゅ

今月の
「黄金人」
山内　カツ子さん山内　カツ子さん
やま　うち こ

博物館コラム

内の遺跡で見つかった約900年前の木の杭
の保存処理を行っています。今回は木杭の中
の水分をトレハロースに徐々に変えて保存処
理を行いました。トレハロースは一般的には
甘味料として使用されているので、名前は聞
いたことあるのではないでしょうか。遺跡か
ら出土したものを未来に残すため様々なもの
が使われています。 学芸員　縄田 雅重

沖縄市の｢今｣がわかる
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FC琉球OKINAWA

お問い合わせ／観光スポーツ振興課　☎ 098-939-1212（内線3295）

PROFESSIONAL SPORTS COLUMNプロスポーツコラム

まちの話題

お問い合わせ／農林水産課　計画土木係　☎ 098-929-3307（内線3237）

沖縄市を中心とした沖縄県全域をホームタウンとするプロサッカー
チーム「FC琉球OKINAWA」は、新シーズンの幕開けとなる明治安田
J3リーグのホーム開幕戦（対 松本山雅FC）を3月2日（土）にタピック
県総ひやごんスタジアムで開催いたします。開幕戦は沖縄市市制施行
50周年記念ユニフォームを先着5,000名様に配布するなど、コンテンツ
盛りだくさんの内容を予定しています。
J2昇格に向けた大事な初戦に是非、スタジアムへご来場ください！

「若いので、冒険をしてみようという気持ちで農業
に挑戦した」と話す大城貫太さんは、昨年の4月より
農業を始めた28歳の新米農家です。
緑豊かな自然が好きで、進路を決める際に1番興味
を持ったのが農学だったこともあり、琉球大学農学部

で亜熱帯地域の農業を学ん
だ大城さん。卒業後は厚生
労働省沖縄労働局へ入庁
しましたが、大学で学んだ
農業の知識を活かして、いつ
かは畑を持ちたいという
気持ちを抱き続けていたそうです。
その夢を叶えるべく、一大決心し令和3年3月に沖
縄労働局を退官。同年4月から沖縄県立農業大学校で、
2年間野菜栽培技術や農業経営などを学びました。現
在、就農1年目ということもあり、先輩農家のサポー
トを受けながら、オクラ・トウガン・カボチャなどを
生産しています。
「今は1年目で収穫量は少ないが、今後は2倍3倍と
畑を広げていき、大手スーパーにも出荷出来るように
安定した収穫を目指す。畑が広がれば、農家としての夢
も広がっていく」と今後の目標を語ってくれました。

（取材：宇良葉子・中西舞子）

おおしろ かん  た

国家公務員から農家へ転職
　　　　～若き畑人の挑戦～

はるさー


